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近年注目されている in situ Tissue Engineering はいわば「生体内組織

再生術」であり、欠損した組織をその場（in situ）で再生させる手法で

あ る 。 培 養 室 の 培 養 ボ ト ル の 中 で 組 織 を 作 る 従 来 の Tissue 

Engineering と区別するため、この新しい手法は in situ Tissue 

Engineering と呼ばれている。これをもちいると培養による組織作成の

術前準備が不要である。現在、すでに末梢神経、気管、軟組織などが

この手法で臨床で治療されている。本講演ではこのような in situ 

Tissue Engineering 臨床応用を概観し、さらに今後の問題点と発展に

ついて述べてみたい。 
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